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アンゴラ共和国月報 

２０１８年１１月号 

在アンゴラ日本国大使館 

 

主な出来事 

【内政】 

●１０月３０日，政府は国会に２０１９年国家予算案を提出。予算総額は１１兆２０００億クワン

ザで編成されており，教育・保健分野への予算が増加。 

●ロウレンソ大統領が自身の大統領就任時，国庫は空の状態にあったと発言したことについ

て，ドス・サントス前大統領は，右事実を否定する声明を出した。 

【外交】 

●ロウレンソ大統領はポルトガルを訪問し，デ・ソウザ葡大統領との共同記者会見，国会で

の演説，１０を超える合意書への署名，経済フォーラムへの参加等を通じ，公式訪問は成功

裏に終わった。 

●アンゴラを訪問した Lindsay Northover 英国首相特使は，同国は７億５０００万ポン

ドをアンゴラにおけるプロジェクト実施への支援に充てる用意があると発言。 

【経済】 

●カビンダ精油所の資本構成が United Shine 社が９０％，Sonaref 社が１０％に決定し，今後

建設作業が進められることになる。 

●世銀が発表した Doing Business 2019 によれば，アンゴラは前年度より２つ順位を

上げ，１７３位にランクインした。 

内政 

１．２０１９年国家予算 

（１）１０月３１日，アンゴラ政府は国会に２０

１９年国家予算案を提出。今次予算案は１１兆２

０００億クワンザで編成されており，２０１８年

の９兆６０００億クワンザから増加。今後予算案

は審議を経て１２月１５日までに国会承認される

見込み(JA 11/1)。 

（２）国会に提出済みの２０１９年国家予算案に

よれば，教育及び保健に向けた予算が２０１８年

予算比で約５０％増加し，歳出全体の１２．５％

を占める。防衛関係費への支出は歳出全体の９．

６％とされており，原案のとおり予算が執行され

れば，アンゴラの歴史上初めて教育・保健部門へ

の歳出が防衛部門を上回ることとなる。その他，

経済多角化の基礎となるべき農業部門への支出が

２０１８年に比して５倍となる見込み(EX 11/1)。 

２．地方分権プロセス 

１０月２９日以降，政府はこれまで中央政府が

有していた各種決定権限を州政府へと移譲するプ

ロセスを開始している。第一フェーズにおいては，

保健，漁業，環境，鉱物資源・石油，商業，教育，

工業，文化，観光，電力・水各省の持つ権限を州

政府に移すことが想定されている(VE 11/5)。 

３．独立４３周年記念式典 

１１日，クネネ州で開かれたアンゴラ独立４３

周年記念式典において，マヌエル・ヌネス・ジュ

ニオル大統領府経済・社会開発大臣は，国の経

済・社会開発のためには全ての国民の協力が必要

であると述べた。また，独立を経て，アンゴラは

平和を強化し，国内の和解及び再建と開発のプロ

http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/proposta_do_oge_no_parlamento
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セスを開始することができたとも述べた(JA 

11/12)。 

４．副大臣人事 

１６日，ロウレンソ大統領はアンジェラ・ミン

ガス国土・住宅副大臣（国土担当）から罷免し，

同職に新しくマヌエル・マルケス・デ・アルメイ

ダ・ピメンテル氏を任命した。ピメンテル氏はこ

れまで国家国土・都市開発院長官を務めていた

(JA 11/17)。 

５．ドス・サントス前大統領の記者会見 

２１日，ドス・サントス前大統領は記者会見を

開き，「自分が大統領の座から退いた２０１７年

９月の時点の外貨準備高は１５０億ドル以上であ

り，国庫を空にした事実はない」と述べた。この

発言は，先日ロウレンソ大統領がポルトガルメデ

ィアに対し，自身の就任時，国庫は空に近い状態

であったにも拘わらずさらに公金が放出されよう

としていたと述べた経緯がある。前大統領はまた，

２０１８年国家予算の承認が今年にずれ込んだ点

に関して，この遅延の原因は，ドス・サントス政

権が残した２０１８年予算案を新政権が踏襲する

ことを拒んだためであると批判した(JA 11/22)。 

６．不法移民・ダイヤモンド取締り運動 

政府は，不法移民・ダイヤモンド取締り運動に

ついて，依然として不法な形でダイヤモンド取引

がなされている可能性を追求するため今後，港及

び空港において取締りを強化する旨発表した(JA 

11/28)。 

７．汚職対策 

資金洗浄等の疑惑により未決勾留されている前

大統領子息フィロメノ・ドス・サントス氏（前ア

ンゴラソブリンファンド総裁）の勾留期間が更に

２５日間延長された。今回の最高裁判所の決定は，

現在進められている司法プロセスが完了していな

いことを受けたもの(AN 11/28)。 

 

外交 

１．国連行政予算諮問委員会 

アンゴラの外交官である Makiese Kinkela 氏は，

ポルトガル語圏アフリカ諸国（ＰＡＬＯＰ）から

初めて国連行政予算諮問委員会のメンバーに選出

された。任期は２０１９年から２０２１年まで

(JA 11/4)。 

２．外相のモザンビーク訪問 

１１月２～４日の日程でアウグスト外務大臣は

モザンビークを訪問した。同訪問の目的は，来る

ロウレンソ大統領のモザンビーク訪問のための準

備に係る協議を行うことに加え，様々な分野にお

ける協力関係を強化することであった(OP 11/6)。 

３．英首相特使の訪問 

（１）英メイ首相の命を受け，３日間の日程で当

国を訪問中の Lindsay Northover 特使は，マンゲ

イラ財務大臣との会談後，英国はルアンダ州（ヴ

ィアナ），クアンザ・スル州（ガベラ）における

変電所の建設及びメンテナンス等，政府の進める

「国家開発計画２０１８－２０２２」に盛り込ま

れている様々なプロジェクトに融資を行っている

と述べた。また同特使は，英国は７億５０００万

ポンドをアンゴラにおけるプロジェクト実施への

支援に充てる用意があるとも話した(JA 11/8)。 

（２）当国を訪問中の Lindsay Northover 特使は，

ロウレンソ大統領と会談を行った。大臣によれば，

同国はアンゴラにおいて活動を行う英国企業に対

する融資を加速させることを検討しており，既に

エネルギー及び病院支援分野において活動を行う

英国企業に対して支援を行うことを予定している

と述べた。具体的には，アンゴラ政府の優先事項

であり，英国企業のコンテンツが２０％以上であ

るプロジェクトに対して融資を行う(JA 11/9)。 

４．ジュニオル大臣の南ア訪問 

７，８日の日程で，南ア・ヨハネスブルグにて

アフリカにおける投資促進のための会議に参加し

たジュニオル大統領府経済・社会開発大臣は，ア

ンゴラは石油依存経済から脱却し経済の多角化を

推進しており，現在，外国企業が国内で得た利益

の自国送金を保障する制度を整えていることに加

え，投資家査証及び民間投資法の簡素化を進めて

いると発言した(JA 11/9)。 

５．アウグスト大臣のジュネーブ訪問 

http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/angola_e_um_pais_de_todos
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/angola_e_um_pais_de_todos
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/secretaria_de_estado_e_exonerada
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/deixei_mais_de_15_mil_milhoes_de_dolares_no_bna
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/operacao_transparencia_chega_a_portos_e_aeroportos
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/operacao_transparencia_chega_a_portos_e_aeroportos
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/59735/zenu-dos-santos-fica-mais-25-dias-em-prisao-preventiva
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/750-milhoes-de-libras-para-projectos-sociais
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/reino_unido_financia__projectos_hospitalares
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/angola_defende_mais__investimentos_em_africa
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スイスのジュネーブにおいて，ミチェル・バチ

ェレ国連人権高等弁務官と会談したアウグスト外

務大臣は，４０万人超の外国人を退去させる結果

となった不法ダイヤモンド・移民取締り運動は，

アンゴラのダイヤモンド資源に対する驚異となっ

ていた非合法活動を取り締まる上で不可避な選択

であったと話した。同大臣は，フィリッポ・グラ

ンディ国連難民高等弁務官とも会合を持ち，今回

の取締り運動は大湖地域における武装グループの

資金源を断つことも目的の一つであるとした(JA 

11/14)。 

６．アウグスト大臣のＡＵサミット出席 

１７日以降，アウグスト外務大臣は，アディス

アベバで開催されている第１１回アフリカ連合臨

時サミットに参加している。同サミットの主要議

題はアフリカ連合の改革(JA 11/18)。１９日，エ

チオピアにて，アウグスト大臣は，サヘレウォル

グ・ゼウデ／エチオピア大統領と会談し，ロウレ

ンソ大統領からゼウデ大統領への大統領就任に係

る祝辞を伝えるとともに，アンゴラ・エチオピア

の二国間関係に関する意見交換を行った(JA 

11/21)。 

７．ロウレンソ大統領のポルトガル訪問 

（１）共同記者会見 

２２日，デ・ソウザ葡大統領との共同記者会見

において，ロウレンソ大統領は，自身の政権が汚

職対策に着手すると表明した際，非常に勇気ある

試みであることを理解していたと述べた。ロウレ

ンソ大統領はまた，（ヴィセンテ前副大統領の贈

収賄疑惑により一時冷え込んだ）両国関係にしこ

りはなく，過ぎ去った出来事は過去として捉えて

いるとも述べた。本２３日，両国は１２の協力協

定に署名を行う見込みで，来年のデ・ソウザ大統

領のアンゴラ訪問時に更なる協定の締結が予定さ

れている(JA 11/23)。 

（２）アンゴラの対ポルトガル企業債務 

２２日，ロウレンソ大統領のポルトガル訪問に

帯同しているマンゲイラ財務相は，現状アンゴラ

政府は２４のポルトガル企業に対し約２億７００

０万ユーロの債務を抱えていると表明。２１日，

アウグスト外務大臣は，ポルトガル企業に負う債

務高は２億ユーロほどであり，１億ユーロに関し

ては既に弁済済であると発言していた(OBS 

11/23)。 

（３）１３の協力合意の署名 

２３日，両国は司法，教育者養成，エンジニア

リング，青年・スポーツ，観光，文化，社会復帰，

保健，科学イノベーション・環境等，多岐の分野

にわたる１３の合意書に署名を行った(AP 11/23)。 

（４）経済フォーラムの開催 

２３日，ロウレンソ大統領とコスタ首相は

「ポルトガル・アンゴラ経済フォーラム」に参加

し，フォーラム参加者の間で信頼関係が構築され

ており，二国間の投資は転換点を迎えていると評

価した(JA 11/24)。 

（５）今次訪問の評価 

ロウレンソ大統領のポルトガル訪問全行程の終

了後配布されたプレスリリースによれば，ロウレ

ンソ大統領による国会での演説，二国間首脳会談

の実現に象徴された今回のアンゴラ大統領のポル

トガル訪問は，両国の戦略的・優先的関係を強化

する上で，政治的に非常に意義のあるものである

と評価できるとした(AP 11/24)。 

 

経済 

１ 主要経済指標 

（１） 物価 

 国家統計院（INE）が発表したアンゴラ全国版

の１１月期年間インフレ率は，18.36%。月間物価

上昇率は 1.31%。 

最も物価上昇に影響を与えたのは，保健

（1.91%），衣類・靴（1.79%），レジャー・レクリ

エーション・文化（1.7%），モノ・サービス

（1.69%）。  

 

http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/angola_repoe_a_verdade_na_onu_sobre_a_operacao_transparencia
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/angola_repoe_a_verdade_na_onu_sobre_a_operacao_transparencia
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/manuel_augusto_participa_na_cimeira_sobre_reformas_1
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/angola_e_etiopia_avaliam_o_estado_da_cooperacao
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/angola_e_etiopia_avaliam_o_estado_da_cooperacao
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/e_preciso_destruir__o_ninho_do_marimbondo
https://observador.pt/2018/11/23/angola-ministro-das-financas-diz-que-ha-24-empresas-portuguesas-credoras-de-270-milhoes-de-euros/
https://observador.pt/2018/11/23/angola-ministro-das-financas-diz-que-ha-24-empresas-portuguesas-credoras-de-270-milhoes-de-euros/
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/10/47/Visita-Joao-Lourenco-Portugal-foi-positiva,1a7c91ce-64cf-41eb-a10e-3783fc7e3962.html
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/empresas_portuguesas_prenunciam_novas_atitudes_face_ao_investimento
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/10/47/Visita-Joao-Lourenco-Portugal-foi-positiva,1a7c91ce-64cf-41eb-a10e-3783fc7e3962.html
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（２）金利 

１１月３０日，金融政策委員会（CPM）が開催

され，政策金利は１６．５％で維持と決定。 

 

 

（３）為替市場 

 １ １ 月 ３ ０ 日 ， 為 替 相 場 は １ USD ＝

310.413831AKZ で推移。 

（４）BNA 発表の外貨準備高統計 

 

 

 

 

（５）マネーサプライ統計 
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（６）ＧＤＰ及び成長率 

 

 

 

（７）主要貿易統計 
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２０１６年輸入品別内訳 出展：ＢＮＡ 
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41.1 45.2 

12.1 
14 

61.3 64.6 

32.2 
28.6 

20.2 20.1 
14.6 

0

10

20

30

40

50

60

70

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

ＧＤＰ比貿易収支（％）  
出展：IMF 

貿易収支（GDP比） 

モノの輸出額（FOB, GDP比） 

モノの輸入額（FOB, GDP比） 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

歳入総額 43.5 48.8 45.9 40.2 35.3 27.3 19.5 18.9

歳入総額 内，石油

由来 
33 39 37.3 30.1 23.8 15.4 9.5 8.7

歳出総額 40 40.2 41.3 40.5 41.9 30.6 23.6 25.6

歳出総額 内，経常

支出 
28.6 30 29 28.5 29.4 24.7 19.1 20.7

歳出総額 内，公的

投資 
11.4 10.2 12.3 12 12.5 6 4.5 5

総財政収支 3.4 8.7 4.6 -0.3 -6.6 -3.3 -4.1 -6.7

総財政収支 非石油

基礎的財政収支（総

GDP比） 

-26.2 -26.9 -29.2 -28.2 -28.1 -15.9 -10.2 -11.5

総財政収支 非石油

基礎的財政収支（非

石油GDP比） 

-47.4 -51.1 -53.7 -47.4 -43.2 -20.9 -12.9 -14.1

総公的セクター債務

（ソナンゴル含む） 
44.3 33.8 29.5 32.9 40.7 65.4 71.6 62.8

歳入総額 

歳入総額 内，

石油由来 

歳出総額 

歳出総額 内，

経常支出 

歳出総額 内，

公的投資 

総財政収支 

総財政収支 非

石油基礎的財

政収支（総GDP

比） 

総財政収支 非

石油基礎的財

政収支（非石油

GDP比） 

総公的セクター

債務（ソナンゴ

ル含む） 

-60

-40

-20

0

20

40

60

80
中央政府の財政主要指標 

（GDP比，％） 

（出展：IMF） 

1562.6 

847.6 

441.7 

671.5 

961.1 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2013 2014 2015 2016

経常支出の推移 

出展：ＩＭＦ 

政府職員給与 政府消耗品等調達 利払費 経常移転 公共事業 

１０億AKZ 



7 

 

 

 

 
 

２．石油・ガス 

（１）第３２鉱区 

７月から９月にかけて，トタル社が開発を行う

第３２鉱区のカオンボ・ノルテ油田における石油

生産量が７００万バレルに達した。７月の同油田

の生産開始時には９万６０００バレル／日であっ

た生産能力は，９月には１０万３０００バレル／

日に増加し，総生産能力（予定）の１１万５００

０バレル／日に近づいている。来年からの生産開

始が予定されており，同じく１１万５０００バレ

ル／日の総生産能力が予定されているカオンボ・

スル油田が稼働すれば，両油田を合わせた生産能

力は２３万バレル／日に拡大する(JA 11/2)。 

（２）トタル社の新ＦＰＳＯ 

トタル社が開発を進める第３２鉱区のカオン

ボ・スル油田で使用される浮体式生産貯蔵積出設

備（ＦＰＳＯ）は２０１９年１月にアンゴラに到

着する予定。日産１１万５０００バレルの生産能

力を有する同設備はシンガポールで建設された

(OP 11/4)。 

（３）ソナンゴルの債務弁済 

ソナンゴルが韓国の大宇造船海洋社に発注した

ドリルシップの建設費が未払いである件について，

先週，ロザリオ・イザク／ソナンゴル取締役員を

ヘッドとした同社のミッションが韓国を訪問した。

今年５月，ソナンゴルは同韓国企業に対して，約

１２億４０００万ドルと見積もられる二隻のドリ

ルシップ建設費を支払うことを確約している(NJ 

11/5)。 

（４）石油由来税収が増加 

アンゴラ国税庁（ＡＧＴ）は，今年の石油由来

税収総額の予測を当初の１１８億ドルから１５４

億６０００万ドルに引き上げた。税収増の予測は

国際市場における油価の高まりを反映したもの

(OP 11/7)。 

（４）伊ＥＮＩ 

ア ７日，当地を訪問中のデスカルティ伊ＥＮ

Ｉ・ＣＥＯは，ロウレンソ大統領と会談を行った。

会談後，同ＣＥＯは，過去１２ヶ月の間に同社の

アンゴラでの石油生産量は５万バレル／日増加し

たと述べた。この生産増は，ＥＮＩ社が第１５／

０６鉱区の開発に１億ドルを拠出したことに起因。

デスカルティ氏は，アンゴラはＥＮＩ社にとって

最重点国の一つであり，来２０１９年，同社はオ

フショアにおける新油田探査・開発のために数十

億米ドルを拠出する予定であると話した(AP 

11/8)。 

イ ７日，ルアンダにて，伊ＥＮＩ社とソナンゴ

ルは，第１５／０６鉱区において新しく開発が行

われる３つの油井に係るＰＳＡ（Production 
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http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/exportacoes_do_bloco_32_em_crescimento_acentuado_1
http://opais.co.ao/index.php/2018/11/04/unidade-flutuante-de-producao-de-crude-chega-a-angola-nos-proximos-dois-mesess/
http://www.novojornal.co.ao/economia/interior/comitiva-da-sonangol-na-coreia-do-sul-com-divida-de-quase-1000-milhoes-de-dolares-na-bagagem-62433.html
http://www.novojornal.co.ao/economia/interior/comitiva-da-sonangol-na-coreia-do-sul-com-divida-de-quase-1000-milhoes-de-dolares-na-bagagem-62433.html
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http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/10/45/Petrolifera-ENI-reafirma-investimento-Angola,d0abc5cb-7974-4166-9f26-50a140ab0e60.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/10/45/Petrolifera-ENI-reafirma-investimento-Angola,d0abc5cb-7974-4166-9f26-50a140ab0e60.html
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Sharing Agreement）に署名した。同署名はＥＮ

ＩのデスカルティＣＥＯとサトゥルニノ・ソナン

ゴル取締役会会長との間で交わされた(JA 11/8)。 

（５）カビンダ精油所 

コンソーシアムである United Shine が

Sonaref 社（ソナンゴルの子会社）とのパートナ

ーシップのもと，カビンダ精油所の建設に着手す

ることとなった。資本構成は，United Shine が

９０％，Sonaref 社が１０％となる(AN 11/9)。 

（６）ソナンゴル再生計画の発表 

１５日にソナンゴルが発表した「ソナンゴル再

生計画」に基づき，同社は，イザベル・ドス・サ

ントス氏（前大統領息女）が経営に携わるＵＮＩ

ＴＥＬ社に有している株式の２５％を手放す意向。

また同社は，ＢＡＩ，ＢＣＧＡ，ＢＦＡ，ＢＣＩ，

ＢＥ等の市中銀行及び石油部門のサプライヤー企

業に有している株式ついても売却する見込みであ

る。ソナンゴルの計画によれば，２０１９年１２

月までに，同社は，本来のコアビジネスに注力す

ることを目的に，５１の企業に保持している株式

を売却する意向(JA 11/16)。 

（７）ガス輸出国フォーラムへの加盟 

１４日，アンゴラはガス輸出国フォーラム（Ｇ

ＥＣＦ）の閣僚級会合が開催され，アンゴラは同

機関のオブザーバー国として承認された(JA 

11/16)。 

（８）ソナンゴルの債務残高 

ソナンゴルが発表した２０１６年から２０１８

年にかけての主要業績報告書によれば，２０１６

年にソナンゴルが抱えていた債務残高は９９億９

００万ドルであったが，同残高は２０１８年の９

月時点で３７億４５００万ドルに減少した。キャ

ッシュコールの負債に関しても２０１７年には１

９億５０００万ドルであったが，２０１８年８月

には１６億６３００万ドルに減少した(JA 11/17)。 

（９）ソナンゴルの収益 

２０１８年（９月迄）のソナンゴルの収益は約

２８９億ドルを記録した。この額は２０１６年の

通年収益である約１４９億ドル及び２０１７年の

１７５億ドルを上回る額である。この収益の増加

は石油価格の上昇に起因するもの（２０１６年：

約３０ドル／バレル→２０１８年：約８０ドル／

バレル）。平均石油生産量は減少傾向にあり，２

０１６年：１７２万２０００バレル／日，２０１

７年：１６３万２０００バレル／日，２０１８年

（９月迄）：１４９万２０００バレル／日で推移

(JA 11/18)。 

（１０）天然ガス開発 

政府の発表によれば，アンゴラの天然ガス確認

埋蔵量は約４兆立方フィートであり，この埋蔵量

の他，マージナルフィールドにおいて更なる埋蔵

のポテンシャルがあるとみられている。現状国内

の天然ガス関連プロジェクトは Angola LNG 社が

第１４鉱区において実施しているもののみである

(AP 11/23)。 

（１１）石油・ガス部門ローカルコンテントに関

する国際会議の開催 

ア 開会の辞 

２６日，ルアンダにて，石油・ガスセクターに

おけるローカルコンテントを主題とした国際会議

が開催されている。同フォーラムには，アフリカ

石油生産国機構（ＡＰＰＯ）のメンバー国である，

アンゴラ，アルジェリア，ベニン，カメルーン，

コンゴ共和国，コンゴ（民），コートジボアール，

ガボン，ガーナ，リビア，モーリタニア，ニジェ

ール，ナイジェリア，南ア，スーダン，チャド各

国から参加者が集結している。カルドーゾ大統領

府文官長は，同フォーラムの開会式において，昨

今の国際市場における石油価格の低迷は，アンゴ

ラの石油・ガス部門で活動するサプライヤーとの

契約解消を招いているだけでなく，同セクターで

活動する企業内でのリストラを助長したと述べた

(JA 11/27)。 

イ 国内企業の活動状況 

ペドロ・ゴディーニョ Prodiaman 社取締役会会

長によれば，アンゴラ石油・ガス部門のローカル

コンテントにおける現地企業のシェアは約１０％。

２０１３年から１４年にかけ，同部門における国

内企業の売上総額は３５億米ドルであり，同年は

石油・ガス部門においてローカルコンテントが最

http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/companhias_alargam_contrato_de_partilha
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/59580/governo-adjudica-construcao-da-refinaria-de-cabinda-ao-consorcio-united-shine
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/divida_da_sonangol_em_queda_acentuada
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/receitas_da_sonangol_mais_que_duplicaram_em_um_ano
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2018/10/47/Reservas-provadas-gas-rondam-trilioes-pes-cubicos,4751ee19-882b-4de4-8553-653b9f667676.html
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/produtores_africanos_reunidos_em_luanda
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も貢献した年であった。ゴディーニョＣＥＯは，

Sonamet 社や Panael 社に代表される石油プラッ

トフォーム製造に携わる国内企業は，そのサービ

スの質を同業他社である韓国企業，アメリカ企業

等の水準にまで引き上げる必要性があると述べた。

今次会合には Anglofex，Petromar，Erema，

Sonamet, Sonils, Umbilicais 社等のアンゴラ企

業が参加した(JA 11/27)。 

ウ 目標設定 

セルジオ・シルヴァ Africa Local Content 社

マーケティング部長によれば，アフリカ石油生産

国機構（ＡＰＰＯ）は，2030 年までに石油・ガ

ス産業におけるローカルコンテンツの比率を現在

の約２０％から３０％に増加させることを目指す

ことで合意した(ME 11/28)。 

（１２）シェブロンの活動 

当地カトリカ大学が主催した石油国際会議にお

いて，米シェブロン社のジョアキン・ネト氏は，

同社は第０鉱区の Mafumeira Sul 油田において，

５０の油井を掘削するため，２０億米ドルの投資

を行っていると発表。同氏によれば，今年掘削さ

れた４つの油井における生産が開始されたことに

より，同鉱区の生産は日量で２万バレル増加した。

現在シェブロン社は第０鉱区において８万５００

０バレル／日の生産量を想定している(VE 11/26)。 

３．イブラヒム指数 

アフリカ諸国のガバナンスの評価を行うイブラ

ヒム指数によれば，２０１７年のランキングにお

いてアンゴラは５４カ国中，４５位に位置づけら

れた。同調査結果によれば，アンゴラのガバナン

スの質はＳＡＤＣの平均レベルに満たないもので

あるが，社会政策，保健，教育の部門において２

００８年以降改善が見られるとした(EX 11/1)。 

４．Doing Business 2019 

世銀が発表した Doing Business 2019 によれば，

アンゴラは前年度より２つ順位を上げ，１７３位

にランクインした。順位上昇の理由は，国際貿易

及び電力供給の質のモニタリング等が改善した由。

ＳＡＤＣ圏内において同ランキングでアンゴラよ

りも下位に位置している国はコンゴ（民）のみ

(EX 11/1)。 

５．１１月の外貨オークション 

１０月３１日，アンゴラ中央銀行（ＢＮＡ）は， 

１１月の外貨放出予定額は８億５０００万ドルで

あり，今後外貨オークションは毎日実施されるこ

とになる旨発表した。１０月の最終オークション

においては，わずかにクワンザ高（対ユーロ）が

進み，オークション終了後の為替相場は１ユーロ

／３５０．３６９クワンザとなった（１ドル／３

０８．２３３クワンザ）。外貨オークションの開

催頻度の変更に関してＢＮＡは特段説明を行って

いない(JA 11/2)。 

６．中国における見本市開催 

１１月５日～９日の間，ジョフレ・ヴァンドゥ

ーネン・ジュニオル商務大臣をヘッドとし，１２

の企業，３つの協会を加えたアンゴラ政府代表団

は，中国の北京で開催される中国輸出入国際見本

市（ＣＨＩＥ）に参加する(JA 11/5)。 

７．政府債務高 

ＩＭＦの報告書によれば，２０１８年のアンゴ

ラの政府債務高は対ＧＤＰ比で８０．５％に到達

し，２０１７年に比して１５．５ポイント増加す

る見込み。この要因としては，新規融資取り付け

により政府債務が増加したことに加え，来年，市

中銀行による貸付金利が上昇する点が挙げられる

(OP 11/4)。 

８．国内における外貨販売 

９月１８日付でアンゴラ中央銀行（ＢＮＡ）が

発出したプレスリリースによれば，①ＢＮＡは外

貨オークションにおいて，市中銀行がその使途を

明示せずとも外貨を獲得できる種別のオークショ

ンの実施を再開した。これは，②１０月１日以降，

ＢＮＡが企業に対する外貨の直接販売を取り止め

ることを決定する中，③個人・企業の外貨獲得手

段を完全に市中銀行に委ね，為替市場の正常化を

図ることを目的とする(BNA 9/18)。 

９．外貨準備資産の使途 

Jean Claude Bastos Morais 氏（注：汚職の容

疑により９月２４日よりルアンダにて未決勾留さ

http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/produtores_africanos_reunidos_em_luanda
https://mercado.co.ao/mercados/appo-pretende-aumentar-quota-de-conteudo-local-africano-BE262223
http://www.valoreconomico.co.ao/economia-politica/quick-links/item/4871-chevron-acresce-20-mil-barris
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/bna_anuncia_previsao_das_vendas_de_divisas
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/angola_participa_na_feira_da_china
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れている）によって運営される Quantam Global

社は，アンゴラソブリンファンドの３０億ドルの

資産を運用している他，アンゴラ中央銀行（ＢＮ

Ａ）の外貨準備資産の内の２０億ドルを運用して

いることが判明した。この内訳は，６３％の資産

は資産保管会社にＢＮＡの名義で預けられており，

３３％はＢＮＡの名義で投資されている。残りの

４％は，ＢＮＡの名義で Quantum Global Wealth 

Management AG の口座に預け入れられている(EX 

11/1)。 

１０．国外資産還元法 

（１）先日閣議において審議された大統領令案に

よれば，国外資産の還元プロセスにおいて，還元

する資産の７５％は国債の購入或いは民間投資プ

ロジェクトに充てなければならない。この際，税

金は免除され，いかなる罰則も課せられない。ま

た，残りの２５％については，資産保持者の自由

に使うことができると規定している。右条件の有

効期限は今年１２月２２日迄(EX 11/1)。 

（２）２１日，財産の強制還元と損失拡大に関す

る法案(Proposta de Lei sobre o Repatriamento 

Coercivo e Perda Alargada de Bens)が国会にて

承認された。同法は海外に蓄財されている資産の

みならず，国内に存在する資産も取締りの対象と

する内容である(JA 11/22)。 

１１．国家債務残高 

ルイ・セイタ財務省国債管理局長によれば，１

月から９月にかけて，政府は国内外の債権者に対

して総額３９億１０００万クワンザの支払いを行

った。この内訳は，国内債務が２５億９０００万

クワンザ，国外債務が１３億２０００万クワンザ

であった。現状アンゴラの国家債務残高は，７２

４億５０００万ドルほどとされており，この内政

府の抱える債務は，６８４億９０００万ドル，公

社（ソナンゴルや国営航空会社等）が抱える分が

３９億６０００万ドルとされる(JA 11/7)。 

１２．外貨の使途 

アンゴラ中央銀行（ＢＮＡ）によれば，２０１

７年，ＢＮＡは約１０７億２５００万ユーロ

（注：同年ＢＮＡはユーロのみを放出）を市場に

供給した。この外貨の内，１９．６４％にあたる

約２３億ドルは食料品の輸入に充てられ，１８．

４９％に相当する約２２億ドルは石油部門に流れ

た(ME 11/2)。 

１３．銀行間取引が増加 

２０１７年，市中銀行間取引量が対前年比で８

０％増加した。Luibor オーバーナイト物貸付金

利については，２０１７年１２月時点で１７．７

７％を記録し，２０１６年の２３．３５％から５

ポイント以上下落(ME 11/2)。 

１４．不動産価格の安定 

当地不動産市場において，今年末までの商業用

不動産（事務所，小売店）の収益率は１２％，居

住用不動産については９～１１％の収益率が見込

まれる。１平方メートルあたりの賃貸価格につい

て，２０１５年には約１２０米ドルほどであった

が，２０１８年上半期には約８０米ドル程に下が

ってきている(ME 11/2)。 

１５．アンゴラ経済予測の修正 

アンゴラ政府は，２０１８年の経済成長率をマ

イナス１．１％，２０１９年の成長率を２．８％

と予測。２０１９年の石油・ガス部門の成長率は

３．１％，非石油部門の成長率は２．６％になる

との見通し(OP 11/12)。 

１６．ポーランドの投資 

Pitor Mysliwiec 駐アンゴラ・ポーランド大使

によれば，同国は年間約３０００万米ドルをアン

ゴラに投資している。投資先は主に教育分野であ

り，ナミベ州の漁業・海洋アカデミーの建設及び

施設整備，アンゴラ人学生に対する奨学金の給付

等が挙げられる(OBS 11/11)。 

１７．バハ・ド・ダンデ港建設・運営事業 

パリに所在する国際商業会議所（ＩＣＣ）の国

際仲裁裁判所は，Atlantic Ventures 社がアンゴ

ラ政府を相手取り訴訟を起こしていた件について

（注：今年７月，イザベル・ドス・サントス氏

（前大統領息女）が資本参加する Atlantic 

Ventures 社に付与されていたバハ・ド・ダンデ

港の建設並びに運営権がロウレンソ大統領によっ

て撤回された経緯がある），本件は同裁判所の管

http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/consenso_na_aprovacao_da_lei_do_repatriamento_coercivo
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/governo_ja_pagou_391_bilioes__de_kwanzas_da_divida_publica
http://mercado.co.ao/banca/emprestimos-entre-bancos-aumenta-80-em-2017/
https://observador.pt/2018/11/11/investimentos-da-polonia-em-angola-rondam-os-259-meuro-por-ano/
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轄外であり，Atlantic Venture 社は上告申請を

行うこともできないと結論づけた。国際仲裁裁判

所によれば，同社はアンゴラ政府と如何なる形の

契約書も結んでいなかった(JA 11/16)。 

１８．イスラエルの協力 

１４日，ベンゲラ市にて，Oren Rosenblat 駐

アンゴラ・イスラエル大使は，同国はベンゲラの

農業・水部門支援並びにソーラーパネル製造工場

の建設のために総額６０００万ドルを融資する用

意があると述べた(JA 11/16)。 

１９．産業エキスポ・Projekta 2018 

１４日～１７日の日程で特別経済地区において

開催された「第３回産業エキスポ・第１５回

Projekta 2018」には１万５０００人の参加者が

訪れた。多くの企業家はネットワーキングの良い

機会となったと同見本市を評価した(JA 11/18)。 

２０．ポルトガル建設会社の活動 

建設産業・公共事業協会の統計資料によれば，

２０１７年のポルトガル企業の海外事業の内，ア

ンゴラは２８％のシェアを有し，事業総額は１４

億１５００万ユーロ。現在ポルトガルの建設会社

は世界４０カ国において活動しており，その中で

もアフリカ大陸は最もプレゼンスの高い地域であ

る。アフリカへの総投資額は２４億ユーロで，ポ

ルトガルの投資額はトルコ，フランス，イタリア

に次ぎ４番目に大きい(JA 11/15)。 

２１．英国の農業支援 

英国は，クアンザ・ノルテ，ウイジェ，マラン

ジェの３州にまたがるカマバテラ高原における牧

畜業振興のため，７２００万ドル相当の融資を実

施する。同プロジェクトの実施期間は２年で，UK 

Export Finance(UKEF)が融資機関，スペイン企業

の INCATEMA Consulting 社が実施機関となる。既

に同地域において技術支援の対象となる１８の農

場が選定されている(JA 11/18)。 

２２．中国からの企業ミッション 

１２日以降，中国山東省青島市から民間企業の

ミッションがアンゴラを訪問中。今次訪問の目的

は，アンゴラにおける漁業，エネルギー，農業，

港湾，文化，貿易，マスコミュニケーション，ラ

ジオ，テレビ，通信部門における投資の可能性を

模索すること(JA 11/16)。 

２３．ＥＵによる人材育成計画 

１５日，トマス・ウリクニー当地ＥＵ大使は，

２０１９年３月以降，ＥＵはアゴスティーニョ・

ネト大学の法学部を対象として，人権分野の人材

育成を実施するため３０万ユーロを拠出する旨発

表。同支援は６～８ヶ月にわたり実施される予定

(JA 11/18)。 

２４．外貨準備 

１０月の外貨準備高は前月比で３％下落し，１

１６億１３００万米ドルとなり，２００９年以来

最も低い数値を記録した(CK 11/14)。 

２５．インフレ率 

１０月の月間物価上昇率は１．３９％を記録

（９月の２．６９％から下落）。１０月時点での

年間物価上昇率は１８．０４％となり，政府が２

０１９年国家予算において予想している１８％

（２０１８年）に近づいた(AN 11/15)。 

２６．第４の携帯電話オペレーター 

アフリカ最大の通信会社である MTN Group は，

アンゴラにおける電話通信事業の第４のオペレー

ター選定に係る国際入札プロセスから辞退するこ

とを決定。今回の辞退の理由としては，当該プロ

セスに透明性が欠けていた由。なお通信・情報技

術省及び国家通信院(INACOM)は本件に関してコメ

ントせず(AN 11/23)。 

２７．新規投資プロポーサル 

民間投資・輸出促進庁（ＡＩＰＥＸ）長官によ

れば，改訂民間投資法が国会承認された今年５月

以降，同庁は合計５７の民間投資プロジェクト案

の提出を受理しており，投資案総額は５億２００

万米ドルに匹敵する。この内，３割は外国資本で，

残り７割は国内資本である由(AP 11/28)。 

２８．為替相場 

今週前半，為替相場は１ユーロ／３５５．０５

７クワンザで取引されていたが，２９日時点で１

ユーロ／３５０．５２０クワンザとなり，クワン

ザ高が進んだ。対ドルでもクワンザ高が進み，現

在１ドル／３１０．８００クワンザで推移。１１

http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/empresas_premiadas_no_fim_das_feiras
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/angola_e_o_principal_mercado_de_portugal
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/reino_unido_financia_povoamento__animal_no_planalto_de_camabatela
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/empresarios_chineses__procuram_mercado
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/ue_apoia_formacao_em_direitos_humanos
https://www.club-k.net/index.php?option=com_content&view=article&id=33910:reservas-internacionais-angolanas-em-novos-minimos-historicos&catid=5:economia&lang=pt&Itemid=1070
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/59619/precos-em-angola-aumentam-139-por-cento-em-outubro-e-ameacam-nova-meta-do-governo-para-2018
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/59695/empresa-angolana-de-200-mil-kz-e-candidata-unica-a-4-operadora
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2018/10/48/Projectos-investimentos-privados-rondam-USD-502-milhoes,d4b497df-e829-48f7-b181-7b7357756cb4.html
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月以降，アンゴラ中央銀行（ＢＮＡ）は市中銀行

を対象とした外貨オークションの開催頻度を毎週

から毎日に変更している(OBS 11/29)。 

２９．ＴＡＡＧ民営化の議論 

２６日，ロウレンソ大統領はアンゴラ国営航空

会社（ＴＡＡＧ）の資本構成について，最大１

０％の株式（約２０億ユーロに相当）を国内・外

航空会社に対して売却することを許可する文書に

署名を行った(OBS 11/28)。 

３０．経済成長率予測（ＩＭＦ） 

２９日，マックス・アリエルＩＭＦアンゴラ駐

在代表は，アメリカ商工会議所の主催したイベン

トに参加し，２０１９年のアンゴラの経済成長率

は２．５％，２０２１年は３．５％ほどになるで

あろうと述べた。２０１８年終了時点での年間物

価上昇率に関しては２０％以下で留まるが，政府

債務については上昇するであろうと話した(JA 

11/30)。 

３１．２０１８年第三四半期の経済情勢報告 

ジュニオル大統領府経済・社会開発大臣は，マ

クロ経済安定化計画の報告会（２０１８年第三四

半期分）において，現時点で今年の経常収支は０．

４％の黒字となる見込みである旨述べた。２０１

８年の経済成長率について，わずかに回復傾向に

あり，マイナス０．１％～マイナス１．１％の間

と予想されており，２０１９年は２．９％の成長

が期待されると発言した(NJ 11/30)。 

 

その他 

１．第二回空手日本大使杯の開催 

３日にルアンダで開催された第２回空手日本大

使杯にて，エウラリオ・マンゴ選手とヴィヴィア

ネ・アフォンソ選手がそれぞれ成人男子の部及び

女子の部で優勝した。今次大会にはルアンダ，ベ

ンゴ，ベンゲラ，ビエ，クアンザ・スル，クアン

ド・クバンゴ各州から２７人の空手家が参加した

(JA 11/5)。 

２．日本の地雷除去活動 

６日，ウアンボにて，英ＮＧＯの Halo Trust

によって実施されたウアンボ州地雷除去作業の完

了に伴うセレモニーが開催される。同セレモニー

には，ジョアナ・リナ同州知事，澤田洋典駐アン

ゴラ日本国大使が参加する。本プロジェクトは在

アンゴラ日本大使館の草の根・人間の安全保障無

償資金協力を通じた５５万ドルの支援により実現

したもの。 

３．南部地域干ばつ 

当国のＦＡＯによれば，クネネ，ウイラ，ナミ

ベの南部三州において，１００万人を超える人々

が干ばつによる被害を受けている。これら三州の

国民は干ばつに起因する食糧問題を抱えている

(JA 11/23)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
JA: Jornal de Angola， EX: Expansão， MH:Macau Hub,  DN: Diario de Noticias, NJ: Novo Jornal, VOA: Voice 

of America, CK: Club-K, AA: All Africa, AN:Ango Notícias, OBS: Observador, AP: Angop, AO24:Angola 24 horas, 

FT: Financial Times, PA: Portal de Angola, EIU: Economist Intelligence Unit, ME: Mercado, VE: Valor 

Económico，OP: O País, DV: Dinheiro Vivo, VG:Vanguarda 

https://observador.pt/2018/11/29/kwanza-volta-a-apreciar-se-hoje-face-ao-euro-e-ao-dolar/
https://mercado.co.ao/negocios/sodiba-investe-100-milhoes-em-fabrica-de-embalagens-de-vidro-CA266589
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/estrategia_do_executivo_alinhada_a_visao_do_fmi
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/estrategia_do_executivo_alinhada_a_visao_do_fmi
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/exportacoes_do_bloco_32_em_crescimento_acentuado_1
http://jornaldeangola.sapo.ao/sociedade/mais_de_um_milhao_de_pessoas_da_regiao_sul_afectadas_pela_seca

